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様式B-3

どの物質も同じような結果になるのかな？
粒子モデルを使って考えてもいいね。

②教師はコメント機能を活
用して、フィードバック
を行い、次時の課題設定
をサポートする。

◯端末の日常的な持ち帰りによる授業と家庭学習の連動

①「もっと調べたい」
「疑問に思った」と
う視点で振り返りを
行う。

もしかすると、他の物質でも全て同じ結果になる
のではないかな。

物質は状態変化するときに、体積と質量の変化の
仕方に決まりがあるのかもしれない。

物質の溶け方のときのように粒子モデルを使って
考えてみたらどうかな。

家庭学習での生徒の思考

学習課題
物質の状態変化と体積・質量の関係を
粒子モデルを使って考察しよう。

③家庭学習で、前時の振り返りから次時の学習
課題を個人で設定した。これにより、次時の
学習への意欲が向上し、次時の学習の見通し
を持つことができる。これらを習慣化するこ
とで授業と家庭学習の連動を図り、学びを深
めていく。

【成果】
教師からのフィードバックを家庭で確認することで、授業での
学びと連動させることができた。また、「もっと調べたいこ
と」や「疑問に思ったこと」を視点にして振り返りに記入する
ことで、生活や他教科と関連付けて考えることができた。
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